
2

長い間お疲れさまでした　　　　　　　　長い間お疲れさまでした　　　　　　　　  

■東峰村消防 ■東峰村消防 入退団式
　４月１日（日）、平成 24 年度
東峰村消防団入退団式が開催さ
れ、8名の方が退団されました。
　長年にわたり地域住民が安心し
て暮らせる村づくりに貢献いただ
き、誠にありがとうございました。
　今後も、消防活動の経験を活か
し、地域防災の為にご協力をお願
いします。
　また、新たに６名の方が入団さ
れました。これから下川団長、小
野副団長をはじめ先輩団員の指導
の下、村の安全のためにご協力を
お願いします。

井上博基さん井上博基さん 佐々木健二佐々木健二さんさん 梶原日出梶原日出さんさん 太田剛太田剛速速さんさん

室井敬室井敬司司さんさん
熊谷誠治熊谷誠治さんさん

和田  博和田  博さんさん

※坂本憲※坂本憲保保さんは所用の為欠席でした。さんは所用の為欠席でした。

■入団者（敬称略）
第一分団　太田　　潤
第二分団　井上　大輔
第三分団　星野　聖二
第四分団　梶原　穂高香
　　　　　熊谷　泰成
　　　　　井上　純也

宜しくお願いします　宜しくお願いします　　　

■■赴任者紹介 ●●東峰学園東峰学園

宮宮 麻梨子  先生麻梨子  先生

（（特別支援教育支特別支援教育支援員）援員）

許許山智子山智子  先生  先生

（学習支援（学習支援員）員）

山山口翔口翔  先生  先生

（兵庫県園田（兵庫県園田南小より）南小より）

山田山田周作周作  先生  先生

（中学部美術講師）（中学部美術講師）

緒方緒方大輔大輔    先生先生

（学校事務）（学校事務）

若林久芳副校長若林久芳副校長

（自（自校昇任）校昇任）  

離任された先生方、
子ども達のためにご尽力いただき
ありがとうございました。

保坂新一 校長 中牟田小学校へ

内山よし子 先生 三並小学校へ

木下昌彦 先生 退　職



平成 23 年度あすばるキャリア塾　第８回平成 23 年度あすばるキャリア塾　第８回　　

■川村さんゲスト出演■川村さんゲスト出演
　「あすばるキャリア塾」は同世代女性の働き方、生き方につ
いて語り合う交流の場です。
　３月 13日（火）に福岡市赤煉瓦文化館で行われた今年度の
最終回「第８回あすばるキャリア塾」に当村の農事組合法人 
宝珠山きのこ生産組合 研究・営業担当の川村倫子さん（上福
井地区）がゲストとして参加し、きのこ栽培ときのこブラン
ド作りの取り組みについて発表されました。
　川村さんは、きのこの研究・開発・渉外・企画と幅広く活
躍され、夢は福岡県を代表するきのこブランドを作ること。
また近い将来はレストランを開きたいと考えているそうです。
　これからも、夢に向かって、より一層頑張ってください。

今年は１名が入隊します。今年は１名が入隊します。　　　　　　　　　　　　

■■自衛隊入隊者激励会
　３月15日（木）東峰村役場会議室において、自衛隊入隊者激励会
が行われました。
　今年は、小石原鼓南区の野寄倫

ともふみ

史さんが航空自衛隊に入隊されます。
防衛大臣のメッセージや激励の言葉を受け、野寄さんの抱負は『自衛
官になるための訓練をうけるにあたっては、どんなに厳しい場面にも耐
え抜くこと。』また、小さい頃からの夢だった航空機に関わる仕事が出
来ることに期待が膨らむとのことでした。
　これからの教育訓練等、健康に充分留意され頑張ってください。
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●●小石原駐在所小石原駐在所 　この度の異動で前任の古賀に代わり小石原駐在所で勤務
することになりました早

は や た

田洋平と申します。
　私の振り出しは福岡市早良区にある早良警察署で、昨年
春に小郡警察署に異動し、今年の春に朝倉警察署に異動し
た次第です。最近では、交通課事故捜査係で勤務していて、
地域警察は約３年半ぶりになります。地元は久留米市です。
家族は妻、長女（３歳）、次女（０歳）の四人家族です。
趣味は特にありませんので、ここ小石原で人に誇れるよう
な趣味を見つけたいと思っています。東峰村の印象は緑が
豊かで、村の人たちは温かい人ばかりだと感じました。村
の方々は「冬は雪がすごい」と口々に言われますが、それ
も含めこれからの生活が楽しみになりました。
　私は事故捜査係という交通の中でも特殊な部門にいまし
た。ここでの経験を活かし、交通安全教室等で、交通事故
の未然防止に貢献できればと思っています。
　これから、ご迷惑を掛けることがあるとは思いますが、
地域の方々の安心・安全のために一所懸命頑張っていきま
すので、ご協力宜しくお願いします。

▼
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す



部　署 課   長 参事・所長 課長補佐 係　名 係　長 係　　員

議会・
議会事務局

梶原浩二
議会・
監査係

会計室 室井英信

総務課 泉　和隆 日野　正

総務係 井手絵美

財政管財係
行革推進係

古賀英彦 熊谷英一郎

税務係 井上麻里子 阿波正治

消　防 熊谷貴範

情報通信係 杉野秀行 小島祥二 【池田恵梨奈】

農林建設課 梶原文明 小関猛晴
建設係 樋口修一 梶原孝司 籾井紀彦

農政・
林政係

城　辰也 坂本浩志 泉　健人

教育課 重石豊臣 室井富美子
学校教育係 眞田しのぶ 池田啓譲

社会教育係 小野豊徳 和田　勲 【阿波秀樹】【岩下みどり】【阿波祐理子】

総合窓口

（住民福祉課）
伊藤国雄

住民・
戸籍係

室井紀代子 岩下玲礼 森山敦史 井上美由紀
（保健師）

村立保育所 岩橋ルミ
(保育士 )

高木奈々      
( 保育士 )

小野直美
(保育士 )

企画振興課

小石原庁舎長
兼企画振興課長
兼ダム対策室長

泉　高杉

室井慶久

企画調整係

伊藤勝枝

矢野正己

商工観光係 前田光輝 野田正貴

ダム対策室 井上大祐

住民福祉課 小林純一 野寄和秀
住民・福祉
医療保健・
環境衛生係

岩橋一成

岩橋俊典

金光健二

国松直美
(保健師 )

東　峰　村　職　員　配　置
【村長】髙倉秀信　　【副村長】井上一徳　　【教育長】室井昭博　　【公民館長】井上和是

平成 24年４月１日現在

【小石原庁舎】

内訳：行政職Ⅰ（51人）・医師職（１人）・行政職Ⅱ（４人）【臨時職員（５人）】

【宝珠山庁舎】

今
月
の
納
税

●税目　軽自動車税　
　　　　
●納期限　　　　５月 　１日（火）
●口座振替日　　４月 ２５日（水）

東峰村ごみ収集量（平成 24年 3月分）（kg）
種　　別 当月分 前月分 増減

可燃ごみ 37,130 29,270 7,860

資源ごみ 4,020 4,590 ▲ 570

粗大ごみ 640 850 ▲ 790

合　　計 42,000 35,500 6,500
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村立診療所
加藤知恵子
（所長兼医師）

小石原
診療所

小畑千鶴  
( 看護士）

和田貴弘

東峰学園

図 　書 志賀千代子

用務員 井上秀子

給　食 井上恵子 田中葉子 【梶原幸代】

介護保険広域連合支部派遣 眞田秀樹 阿波昌子
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乳幼児学級　～ヨガ体操講習～

女性学級　　～布ぼうし ・布ぞうり作り　反省会～

次回予告
場　所 日 に ち 備　考

ニュースポーツ  晴天：旧宝珠山小学校運動場
 雨天：村民センター ４月２３日（月） 晴天時：グラウンドゴルフなど

雨天時：フロアカーリングなど

健康体操『ヨガ教室』 いずみ館多目的ホール ５月９日（水） 会員…500 円　非会員・団体会員…1回1,000 円
＊マットはこちらで準備します。

　3月8日（木）いずみ館ホールにおいて「らぶすぽ東峰」
ヨガ教室講師の川津一紗先生からヨガ体操を教えてい
ただきました。あっという間の 90分でしたが、日頃家
事、子育てを頑張っているお母さんたちの癒しの時間
になったようです。その間赤ちゃん達は別室でお友達
と遊びながら託児者と一緒に過ごしました。その後の
反省会では、「ヨガをもう一度したい。救急法を学びた
い」等、来年度に向けて意欲満々の意見が出ました。

　3月 21 日（水）「ＮＰＯ法人子どもとメディア」の上野直美さ
んから「子どもとお母さんとメディア～豊かな子ども期を過ごす
ために～」の演題で講演をしていただきました。子どもたちをと
りまくメディア環境が激変する中で親としてのあり方を学びまし
た。対人関係の発達、言葉の発達に 2才までのテレビ、ビデオ視
聴は悪影響をあたえているそうです。「早いうちに聞いてよかっ
た。上手に利用するようにしたい」と参加者からの感想です。
皆さんも幼児期はテレビを消してみませんか？

　3月 5日（月）学級生の太田芳子さんから「布ぼうし」と「布ぞうり」の
作り方を教えていただきました。家にある使わなくなった布を用いてそれぞ
れステキな物が出来上がりました。本年度の女性学級は不要になった物を使っ
ての作品作り、佐賀市エコプラザへの視察研修等、主にエコな活動を行いま
した。その後の反省会では「来年もいろんな事にチャレンジしましょう！」
と活発な意見が出ていました。

乳幼児学級　～子育て講演会～

「スポーツ推進委員」 に名称が変更になりました

　平成 23年 8月 24 日に施行されたスポーツ基本法により「体育指導委員」は「スポーツ推進委員」
に名称が変更になりました。
　スポーツ推進委員とは、スポーツ基本法第 32条に基づき、市町村教育委員会が委嘱する非常勤の職
員（任期２年）です。
　現在、東峰村には 11名のスポーツ推進委員がおり、地域にスポーツの楽しさを伝え、誰もがスポー
ツしやすい環境をつくるため、地域で事業の企画・運営などを行っています。
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